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著者について　

東京都葛飾区出身　1982 年 1 月 18 日生まれ。2021 年 4 月より、 
京都芸術大学　客員教授。オンライン・オフラインで数多くの講座に 
登壇。学生からプロからまで広い層にジェスチャードローイングを教える。

出身校は、茨城工業高等専門学校（3 年で中退）。総務事務、工場勤務、
IT 関連の営業、アンティーク家具の倉庫管理などたくさんの職業を経て、
2010 年からイラストレーター兼漫画家として独立。2010 年、本格的に
絵を描き始める。

京都芸術大学のイラストレーションコース担当。ジェスチャードローイング 
に加えて、「絵で伝えるために」を軸に、各種テーマでセミナーを開催。
さまざまな形で「絵で伝えること」にまつわる情報を発信している。 

好きなものは昆虫、特にカミキリムシ。食虫植物、鉱石、熱帯植物など、
オーガニックなもの全般に興味あり。憧れは、ペンだこのある人（ペンだこ
が全くできない）。

砂糖ふくろう
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プロローグ

2010 年のことです。人生どん底。これ以上の底はないだろうというくらい、
深いところにいた私は、「ちゃんとやろう！」と思いました。 

「今やらないと、私の人生、どん底をまっしぐらのままだ」って。

	 ちゃんと 1 個ずつ積み重ねていこう。
	 ちょっとした積み重ねをバカにしないでいこう。
	 すぐに結果が出なくても、ちょっとずつ
	 形になってくのを見ていこう。

そんなふうに思いながら、 
絵の練習をはじめました。
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ラクガキしてたら、超楽しい
スキだったはずの絵を描くこと。気がついたらいつの間にか、 
おっくうになっていること、ありますよね。

ラクガキの感覚でジェスチャードローイングを描いていけたら、 
楽しく続けられるはずです。そのためには、自分の中の 
楽しい、スキを大切にしてください。
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	 「嬉しそうにしている」
	 「喜んでいる」
	 「疲れている」
	 「夢中になっている」

こんな人を見つけたら、うまく描けるかな？ よりも 
その人から受けた印象は「どうしたら伝わるかな？」って 
考えながらラクガキしましょう。
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ストーリーを語る絵を目指して 
　－ビジュアルストーリーテリング－
私たちの頭の中（もっというと心の中にも！）には、目に見えない、 
触れることができない、自分にしか見ることができない「何か」があります。 
私は、その漠然とした「何か」を、絵だけで世界中の人に伝えられると信じています。 

その場を目にした時に漂う
・ニュアンス
・雰囲気
・空気感

言葉では、なんともいい表せない「何か」。
逆にいえば、絵でしか伝えられないであろう「何か」。
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そうしたものまで「瞬発力を持って」人に伝わる絵が 
描けたら……という思いで絵を描いてきました。

その答えの 1 つとして「ビジュアルストーリーテリング」が 
関係していると知った時に、衝撃が走ったことは今でも鮮明に覚えて 
います。

	 ビジュアル：視覚的要素で
	 ストーリー：物語を
	 テリング：語る

単純にいえば、「絵だけで、伝えたいことを相手に伝え切る」という 
ことだと思ってもらって OK です。

絵には、言語や人種を超えていく 
力があるからです。
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本書は、ビジュアルストーリーテリングを行うための、 
大切な基本とも言える「ジェスチャードローイング」に 
焦点を当ててお話ししていきます。

といっても、正解や方法論が存在するわけではありません。

大切なのは、
「何をどう描いたら伝わるのか」
「何をどう変えたら伝わりやすいのか」
を考えることです。

ジェスチャードローイングは、はじめの 1 歩。

絵だけで伝え切るための「もっとこうしてみよう」を 
1 つずつ見つけて、実験していきましょう。
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ジェスチャードローイングは、短い時間で人を描いていきますから、 
使うのも荒削りの線です。

ラフでしか描けない「この場」感、「勢い」「瞬発力」を生かして 
描きたい人には、ぴったりの練習方法であり、描き方であり、「考え方」です。

ラフであっても描いた絵で何かが伝わるのは、楽しいものです！  
一緒に体験していきましょう。
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ジェスチャードローイングで描く楽しさ、伝える楽しさを知ったら、 
ステップアップしたくなるはずです。そのステップアップに役立つ 
楽しい勉強法が、たくさんあります！　

どれも、基本にはジェスチャードローイングの考え方があります。 
気楽に、楽しく、一緒にやっていきませんか？

ジェスチャードローイング
カフェスケッチ
フィルムスタディー

風景スケッチ
リファレンスからショートストーリー
ヒーローポーズ
表情 25 チャレンジ
ストーリーボード
など

コ
ラ
ム: 

8
つ
の
勉
強
法+

α
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Part 1： 
ジェスチャー 
ドローイングとは？
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ジェスチャードローイングとは何か？　 
これについては、さまざまな定義や方法論があります。

ただし、共通して言われているのは
・人の全身をラフに
・短時間でとらえた
・線画

だということです。

私は、自分のやりたいことに応じた定義があってよいもの 
だと感じています。

私なりの理解を言葉にすると、 
「アクション・感情を描きとめるアイデアスケッチ」です。
本書を通じて、この意味をじっくり説明させていただきます。

また、ジェスチャードローイングは旅のようなものです。 
絵を描きながら、探り、発見を楽しむ旅です。 
一気に理解しよう、身に付けようとするよりも、 
長く楽しんでもらえたらと思っております。

早速ジェスチャードローイングってどうやるの？ という 
お話にいきたいところですが、まずは、私自身の 

「独学で絵を学んでから今に至るまで」の 
経験談からお話をさせてください。
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その1：�ジェスチャードローイングを続けると、 

どんな効果があるの？
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ジェスチャードローイングに出会う前
	 上手くなりたい！　
	 とにかく上手くなりたい！　
	 そのためには描かないと！　
と、自分に鞭打つようにポーズ集を買ってきては、写真そっくりに描こうと
ひたすら練習していました。

とにかくたくさん描きました。どのくらい描いたかというと A4 コピー用紙
二束を 1 週間で消費するような勢いです。そうするうちに、手が覚えて 
いきます。

何年か練習すると、リファレンス（資料）さえあれば、 
リファレンスと「同じ角度」「同じポーズ」「同じ体格」「同じ服装」……
とにかくリファレンスと限りなく近い絵を描けるようになりました。

でも、リファレンスなしに、想像から描くことはまだできません。
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たとえば、仁王立ちしているポーズのリファレンスだったとしましょう。 
それをある程度そっくりに描くことはできても、足幅を狭くしてみようかとか、
腰に当ててる手を右手だけ動かしてみようかとか、そういうことが 
できないんです。まったく応用が利かない。 
そう、まったくです。

そうか、それぞれの部位を理解していないとだめなのか！ と、 
手だけ、腕だけ、脚だけ、足だけ、指だけ……たくさん練習して、 
それを別のポージングで使おうと試しても「関節のつながり方が 
おかしな絵」になってしまっていました。

後でわかったのが、私がやっていたのは、見たものをそのまま描けるように
なるための練習だったことです。いくら頑張っても、描いて描いて描いて、
の終わりに「自分の描きたいものが描ける」とはならなかったのです。

「うまい絵が描きたい」という漠然とした気持ちだけは積み重なって、 
それが蓄積され、腐敗していくような感じでした。描いた人物に 
生命感がないと感じても、何がそうさせているのかも分かりません。 
悩みながらもともかく、描き続けました。途中、悩みの重さに耐えかねて、
1 年ほど描くことをやめた期間もありました。その後に出会ったのが、 
ジェスチャードローイングです。


